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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

　１５年度の消費者センターでの相談件数は６７０８件で、１４年度
の４４１４件の約１．５倍に急増しました。１６年度においても４・
５・６月で２２８４件となり、前年度を超える勢いで増加してい
ます。相談内容では不当請求・架空請求に関する相談が後を
絶ちません。
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〈月別消費相談件数〉

架空請求を中心に相談件数が急増

急
増
す
る
架
空
請
求

　

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
有
料

電
話
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ

ル
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
と
称
す
る

情
報
料
な
ど
を
請
求
す
る
手

紙
、
ハ
ガ
キ
、
電
子
メ
ー
ル
な

ど
が
届
い
た
が
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
と
い
う
相
談
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
違
う
内
容

の
ハ
ガ
キ
で
も
業
者
は
同
一
業

者
で
、
金
額
や
お
客
様
番
号
も

同
じ
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

悪
質
業
者
が
、
送
付
す
る
相
手

を
無
作
為
に
抽
出
し
、
根
拠
の

な
い
請
求
書
を
大
量
に
送
付
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○１
 

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
つ

　

い
て
は
支
払
う
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん

　

不
安
に
な
っ
た
り
、
こ
れ
以

上
か
か
わ
り
た
く
な
い
と
思

い
、一
度
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、

ま
た
新
た
な
請
求
を
受
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

○２
 

業
者
に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

　

メ
ー
ル
な
ど
で
苦
情
や
問
い

　

合
せ
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
勤
め
先
な
ど
の
個

人
情
報
を
教
え
て
し
ま
う
こ
と

に
も
な
り
、
今
度
は
別
の
手
段

で
請
求
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
業
者
か
ら
電
話

が
あ
っ
た
ら
、「
利
用
し
て
い
な

い
の
で
支
払
わ
な
い
」
と
は
っ

き
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○３
 

念
の
た
め
、
請
求
の
書
類
な

　

ど
は
証
拠
と
し
て
保
管
し
て

　

お
き
ま
し
ょ
う

　

脅
し
や
悪
質
な
取
り
立
て
を

受
け
た
場
合
は
、
警
察
（
杉
並

�
３
３
１
４
‐
０
１
１
０
／
高

井
戸
�
３
３
３
２
‐
０
１
１
０

／
荻
窪
�
３
３
９
７
‐
０
１
１

０
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
オ
レ
だ
よ
、
オ
レ
」
と
電

話
を
か
け
、
電
話
に
出
た
人
が

う
っ
か
り
「
○
○
ち
ゃ
ん
？
」

な
ど
と
問
い
直
す
と
、「
そ
う
、

○
○
。
実
は
事
故
に
あ
っ
ち
ゃ

っ
て
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
。

す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
く

れ
」
な
ど
と
話
し
、
指
定
し
た

銀
行
な
ど
の
口
座
に
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
詐
欺
事
件
で
す
。

犯
行
の
手
口
あ
れ
こ
れ

○１
 

孫
や
息
子
、
親
戚
を
装
い
、

「
お
金
が
必
要
な
の
で
、
口
座

に
振
り
込
ん
で
」
と
言
う
。

○２
 

お
金
が
必
要
な
理
由
は
、
交

通
事
故
の
示
談
金
、
弁
償
費
、

借
金
の
返
済
、
妊
娠
中
絶
費
用

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

○３
 

「
オ
レ
だ
よ
、
オ
レ
」、「
私

だ
け
ど
、だ
れ
だ
か
わ
か
る
？
」

な
ど
と
言
い
、
自
分
か
ら
は
絶

対
に
名
乗
ら
な
い
。も
し
く
は
、

事
前
に
名
前
を
調
べ
て
あ
り
、

「
○
○
だ
け
ど
」
と
い
き
な
り

自
信
を
持
っ
て
名
乗
る
。

○４
 

「
後
か
ら
○
○
さ
ん
か
ら
連

絡
が
行
く
か
ら
」
な
ど
と
言
っ

て
い
っ
た
ん
電
話
を
切
る
。
ま

た
は
、
別
の
人
に
替
わ
る
。

○５
 

「
サ
ラ
金
か
ら
お
金
を
借
り

る
」
な
ど
と
不
安
が
ら
せ
る
。

○６
 

「
酒
を
飲
ん
で
い
た
の
で
、

警
察
に
は
言
え
な
い
」、「
お
母

さ
ん
に
は
言
わ
な
い
で
」
と
泣

き
つ
く
。

○７
 

銀
行
な
ど
の
閉
店
間
際
に
振

り
込
み
を
要
求
す
る
な
ど
し

て
、
至
急
振
り
込
む
よ
う
に
言

う
。

○８
 

一
度
振
り
込
ん
だ
後
、
更
に

振
り
込
み
を
要
求
す
る
悪
質
な

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○１
 

自
分
か
ら
相
手
の
名
前
を
言

　

わ
な
い

　

「
オ
レ
だ
よ
オ
レ
、
わ
か
ら

な
い
の
？
」
と
言
わ
れ
て
も
肉

親
の
名
前
を
言
わ
な
い
。

○２
 

相
手
に
説
明
さ
せ
て
身
元
を

　

確
認
す
る

　

「
オ
レ
っ
て
、
ど
ち
ら
様
で

す
か
？
」
と
相
手
に
名
前
を
尋

ね
ま
し
ょ
う
。

○３
 

本
人
に
あ
ら
た
め
て
確
認
す

　

る

　

電
話
を
切
っ
た
後
、
必
ず
、

息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん
、
お
孫
さ

ん
な
ど
、
本
人
か
そ
の
家
族
、

勤
務
先
な
ど
の
関
係
者
と
連
絡

を
と
り
、
事
実
か
ど
う
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

○４
 

家
族
や
警
察
に
相
談
す
る

　

お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
家

族
や
警
察
な
ど
に
相
談
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
事
実
か
ど

う
か
確
認
で
き
な
い
段
階
で
お

金
を
振
り
込
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
脅
迫
め
い
た
言
動
を
受

け
た
ら
、 
毅  
然 
と
し
た
態
度
で

き 

ぜ
ん

接
し
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

不当請求・架空請求などに関する相談が後を絶ちません。１５年度の相
談件数は、１４年度の約１.５倍に急増しました。１６年度についても４・
５・６月で前年度を超える勢いで増加しています。皆さんでこのよう
な犯罪が起こっていることを話題にし、情報を共有して同種の犯罪に
あわないように注意しましょう。

――問い合わせは、消費者センター�３３９８‐３１４１へ。

親
族
を
か
た
っ
て

親
族
を
か
た
っ
て

金
銭
を
振
り
込
ま

金
銭
を
振
り
込
ま

せ
る
詐
欺
事
件

せ
る
詐
欺
事
件

狙狙われているのはあなたかも…われているのはあなたかも…

▲不当な請求は支払いません
あの手この手で請求されます ▼

利
用
し
た
覚
え
の

利
用
し
た
覚
え
の

な
い
「
料
金
請
求
」

な
い
「
料
金
請
求
」

ねらねら

〈ハガキでの請求例〉

　平素は、アダルトグッズ、有料情報サイトをご利用いただき、
ありがとうございます。
　さて、貴方様が過去にご利用になった料金が未納となってお
り、ブラックリスト掲載、データの流出、さらに財産の差し押
え等の行政処分手続きを現在申請中です。ただし、お支払い頂
ければ迅速に延滞リストから削除させて頂きますので、お支払
いをお願いします。

　最終通告お支払いのお願い

�○○○○○○○　
料金担当（０９０５）○○○－○○○○
お問合せ担当（０９０７）○○○－○○○○
お客様相談担当（０８０１）○○○－○○○○
本書到着後、上記まで一週間以内に連絡なき場合、顧問弁護士
を間に挟み、訴訟手続きを開始させて頂きます。手続きを開始
した場合、親権者又、ご勤務先にご連絡させて頂きます。
お客様コード：ＡＧ－○○○○○

消費者センター相談専用ダイヤル消費者センター相談専用ダイヤル

��３３９８‐３１２１３３９８‐３１２１
（午前９時～午後４時）（午前９時～午後４時）
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●
郷
土
博
物
館
企
画
展 

夏
休
み
み
ん
な
の
博
物
館

○１
 

私
が
つ
く
っ
た
展
示
会

　

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、

博
物
館
の
資
料
の
中
か
ら
選

び
、
が
ん
ば
っ
て
作
り
上
げ
た

展
示
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

��
�

杉
並
文
学
館
夏
休
み
子
ど
も

　

企
画

　

井
伏
鱒
二
が
昭
和
２
年
に
自

ら
設
計
し
、
そ
こ
で
作
品
を
執

筆
し
た
り
作
家
仲
間
と
歓
談
し

た
旧
宅
の
模
型
を
使
っ
て
、
ゲ

ー
ム
感
覚
で
井
伏
文
学
を
楽
し

み
ま
す
。

☆

　
 

８
月　

日 

〜　

月
３
日

１４

１０

 
 

郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
―

　

―
８
） 

大
人
一
〇
〇
円（
観

２０覧
料
）・
中
学
生
以
下
無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

郷
土
博
物

館
�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１ 

○１
 

期
間
中
、
杉
並
文
学
館
の
展

示
は
井
伏
鱒
二
関
係
資
料
の
み

と
な
り
ま
す
○２
 

月
曜
・
第
三
木

曜
休
館

す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル

く
ら
ぶ
―
皆
さ
ん
の
手
で

街
を
き
れ
い
に

　

「
き
れ
い
に
カ
エ
ル
隊
♪
」

は
、
毎
月
一
回
の
ご
み
拾
い
を

続
け
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
高

円
寺
地
区
と
阿
佐
谷
地
区
の
二

カ
所
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
気
軽
に
参
加
し
て
、

時

（土）

（日）
場

費

申

問

他

自
分
の
手
で
街
を
き
れ
い
に
し

ま
せ
ん
か
。

　
 

８
月　

日 

午
前
８
時
〜

２８

９
時
（
雨
天
実
施
） 

集
合
場

所
＝
高
円
寺
地
区
＝
高
円
寺
障

害
者
交
流
館
（
高
円
寺
南
２
―

　

―　

）、阿
佐
谷
地
区
＝
区
役

２４

１８

所
青
梅
街
道
側
正
面
玄
関
前
▽

清
掃
場
所
＝
高
円
寺
地
区
＝
高

円
寺
南
四
丁
目
信
号
〜
青
梅
街

道
ま
で
、
阿
佐
谷
地
区
＝
区
役

所
周
辺
（
青
梅
街
道
） 

・ 

電
話
で
、
環
境
課
内
す
ぎ
な
み

環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局
へ

 

○１
 

軍
手
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
○２
 

身
軽
な
服

装
で
お
願
い
し
ま
す
○３
 

荷
物
置

き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

９
月　

日 

午
前　

時
〜

１２

１１

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は　
１９

日
に
延
期
・
区
後
援
） 

荻
窪

タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
デ
ッ
キ
、

八
階
屋
上（
上
荻
１
―
９
―
１
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業

者
は
不
可
） 

二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）、
八
階
屋
上

（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も
一

区
画
二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
、
往
復
ハ
ガ

キ
以
外
は
無
効
）
に
出
店
希
望

場
所
も
書
い
て
、８
月　

日（
必

２４

着
）
ま
で
に
荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
２
―　

―
１
―

１８

一
階
）
へ
（
抽
選
） 

同
事
務

時

（土）

場
申

問

他
時

（日）

場

対

費

申
問

局
�
３
３
１
５
‐
７
７
５
１ 

事
務
局
の
住
所
と
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
in

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 

９
月
４
日 

・
５
日 

午

前　

時
〜
午
後
３
時 

リ
サ
イ

１０
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

募
集
区

画
＝
各
日
共
一
四
区
画（
抽
選
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業

者
出
店
不
可
） 

一
〇
〇
〇
円

 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）

に
参
加
希
望
日
も
書
い
て
、
８

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ

１９
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３

１
‐
４
３
６
０
（
水
・
木
曜
休

館
） 

車
で
の
搬
出
入
・
来
場

は
で
き
ま
せ
ん

東
京
都
図
画
工
作
研
究

大
会
―
ひ
ろ
げ
よ
う
図
工
の

ゆ
た
か
さ

　

図
工
を
通
し
て
子
ど
も
の
表

現
・
思
考
を
探
り
ま
す
。
夏
休

み
自
由
研
究
に
親
子
で
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。（
区
後
援
）

　
 

①
８
月　

日 

午
前　

時

２７

１０

〜
午
後
３
時　

分
②　

日 

午

３０

２８

前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

分

４５

３５

 

①
中
野
区
立
丸
山
小
学
校

（
中
野
区
丸
山
１
―　

―
１
）

１７

○２
 

な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
（
中
野
区

中
野
２
―
９
―
７
） 

①
様
々 他

時

（土）

（日）

場内

対

費

申

問
他

時

（金）

（土）

場

内

な
表
現
に
関
す
る
提
案
授
業
、

分
科
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

右
表
の
と
お
り 

小
学
生
と
そ

の
保
護
者 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

杉
並
第
八
小
学

校
・
山
口
�
３
３
１
４
‐
２
２

６
４

●
杉
並
民
踊
舞
踊
連
盟 

チ
ャ
リ
テ
ィ
杉
並
民
踊

舞
踊
文
化
ま
つ
り

　
 

８
月　

日 

午
前　

時

２９

１０

（
９
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

五
七
八
名
（
先
着

２２

３２

順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
民
踊
舞
踊
連
盟
・

中
屋
�
３
３
１
５
‐
１
９
０
６

●
方
南
銀
座
商
店
街
振
興
組
合 

方
南
演
歌
ま
つ
り
＆
み
ん

な
で
踊
ろ
う
エ
イ
サ
ー

　
 

８
月　

日 

正
午
〜
（
区

２１

後
援
） 

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内

線
方
南
町
駅
東
口
周
辺 

各
種

屋
台
（
正
午
〜
）、
沖
縄
エ
イ
サ

対

費

申

問

時

（日）

場

定

費

申

問
時

（土）

場

内

ー
踊
り
（
午
後
３
時
〜
）、
演
歌

ま
つ
り
（
午
後
６
時
〜
）
▽
出

演
＝
仲
宗
根
美
樹
ほ
か
六
名 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

方
南
銀

座
商
店
街
振
興
組
合
�
３
３
１

１
‐
７
１
４
３
ま
た
は
実
行
委

員
長
・
真
垣
�
３
３
１
１
‐
５

７
０
７

●
踊
れ
高
円
寺
セ
シ
オ
ン
２

０
０
４ 

高
円
寺
阿
波
お
ど
り

　

夏
の
風
物
詩
、
高
円
寺
阿
波

お
ど
り
（
８
月　

日 

・　

日

２７

２８

 

、
前
夜
祭　

日 

）
の
有
名

２６

連
に
よ
る
、
華
麗
な
舞
台
お
ど

り
の
競
演
で
す
。（
区
共
催
）

　
 

８
月　

日 

▽
一
部
＝
午

２２

後
１
時
〜
３
時
（
０
時　

分
開

３０

場
）
▽
二
部
＝
午
後
３
時　

分
３０

〜
５
時
（
２
時　

分
開
場
） 

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

四
〇
〇
名
（
先
着
順
）

３２

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

東
京
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会

�
３
３
１
２
‐
２
７
２
８

申

問（金）

（土）

（木）

時

（日）

場

定

費

申

問

◇
天
文
の
夕
べ
観
望
会

こ
と
座
の
四
連
星
イ
プ
シ
ロ
ン

と
惑
星
状
星
雲
Ｍ　
５７

　

イ
プ
シ
ロ
ン
星
は
と
て
も
お

も
し
ろ
い
連
星
で
、
双
眼
鏡
や

望
遠
鏡
の
低
倍
率
で
見
る
と
二

つ
に
分
か
れ
て
見
え
ま
す
が
、

高
倍
率
で
見
る
と
、
そ
れ
が
さ

ら
に
二
つ
ず
つ
に
分
か
れ
て
見

え
る
四
連
星
で
す
。
Ｍ　

は
、

５７

そ
の
形
か
ら「
ド
ー
ナ
ツ
星
雲
」

や
「
リ
ン
グ
星
雲
」
と
い
う
名

前
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

 
彦
星 
が
織
姫
星
に
贈
っ
た
エ
ン

ひ
こ
ぼ
し

ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ
と
み
る
の
も
楽

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
 

８
月　

日 

午
後
６
時　

２８

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
「
天
文
の
話
」
を

し
ま
す

◇
サ
イ
エ
ン
ス
ウ
ィ
ー
ク

夏
の
一
般
公
開

　

科
学
実
験
教
室
を
行
い
ま

す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

と
科
学
ビ
デ
オ
の
上
映
も
行
い

ま
す
。

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ◇
土
曜
科
学
講
座

『
井
荻
日
記
』を
読
む
―
詩
人
・

尾
崎
喜
八
が
見
た
善
福
寺
の
自

然
　
『
井
荻
日
記
』（
尾
崎
喜
八
著
）

中
の
自
然
観
察
関
連
の
記
述
を

抽
出
し
、
解
説
・
観
察
を
行
い

時

（土）

対

費

申

他

時

内

定

費

申

ま
す
。　

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時
〜

２８

３
時 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
中
学
生
以
上
の
方 

四
〇

名 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ
（
先
着
順
）

◇
区
民
科
学
教
室

 
藍 
染
め
の
化
学

あ
い

　

植
物
内
の
物
質
を
酸
化
還
元

反
応
に
よ
っ
て
、
布
な
ど
に
定

着
さ
せ
た
の
が
藍
染
め
で
す
。

時

（土）

対

定

費

申

藍
染
め
を
体
験
し
な
が
ら
、
染

色
の
原
理
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
 

９
月
４
日 

午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
高
校
生
以
上
の
方 

二

〇
名（
抽
選
） 

三
〇
〇
円
（
材

料
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例

参
照
）
で
、
８
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
科
学
館
へ 

染
め
る
材

料
（
薄
手
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
）

を
一
つ
持
参
し
て
く
だ
さ
い 

時

（土）

対

定

費

申

他

〈サイエンスウィーク〉
２８日（土）２７日（金）２６日（木）２５日（水）２４日（火）８月２３日（月）定員内容・時間
メダカとグ
ッピー

オーロラの
ふるさと

こんちゅう
のそだち方

みつばちの
行動を探る

教えて！ボ
ルタ先生

ひるやよる
の虫２２０名科学ビデオ上映

午前１０時２０分～１０時５０分

コスミックキャット（子ども向け）１４０名プラネタリウム
午前１１時～正午

４６億年の贈
り物

きせつと生
き物たち

すがたをか
える水

土地のでき
かた

電波で探る
宇宙

かげのうご
きと太陽２２０名科学ビデオ上映

午後１時～１時３０分

空気砲ジャンボし
ゃぼん玉

しもんで絵
をかこう

じしゃくで
さかなつり

羊の毛でボ
ール作り

ブーメラン
をとばそう

各　

〜　

名

３５

４０

ジュニアコース
午後１時４０分～３時

科
学
実
験
教
室

ミニモータ
ーをつくろ
う

音とものの
長さ

バルーンス
ライムを作
ってあそぼう

紙コップの
聴診器

動くミニ観
覧車を作ろ
う

発泡スチロ
ールの実験

チャレンジコース
午後１時４０分～３時

宇宙のルネッサンス～新しい宇宙観～（大人向け）１４０名プラネタリウム
午後３時１５分～４時１５分
※○１ いずれも先着順。科学実験教室は午後０時５０分から整理券を発行します。○２ 科学実験教室は、ジュニアコース＝
５歳以上から小学校低学年向き。チャレンジコース＝小学校高学年から中学生・高校生・一般向きです。○３ プラネ
タリウム番組は５歳以上が対象です。投影中は入退場できません。○４ 期間中は「自由研究相談コーナー」も開設し
ます。

【
会
場
・
問
い
合
わ
せ
】
科
学
館
（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水
３
―
３
―

１６７

　

�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１
）
へ
。

１３

����������������������������������������������������������������������������

〈東京都図画工作研究大会〉
講　師内　容時　間テーマ

日本紙工作研究
会
倉田　久子ほか

「ピーピー笛」「フリ
スビー」の制作午前９時４５分

～午後０時３０
分

夏休み図工教
室Ｃ「紙工作
コーナー」

元図工専科
伊藤　八郎
本間　條樹

簡単に作れる１本足歯
のげたを作り、歩いて
遊ぶ

夏休み図工教
室Ｄ「てんぐ
のげた」

四谷第四小学校
鈴石　弘之

杉並第九小学校
清野　義光

もみじ山を探索しなが
ら、インスタントカメ
ラなどで撮影し、パネ
ルに仕立てる

午前９時４５分
～１０時３０分

親子でいっし
ょに「もみじ
山探検隊」

ＮＰＯ西荻まち
メディア
  村田　達彦
  徳山　高志
小野寺　美帆子

「視覚の不思議」を扱
った２コマアニメーシ
ョンワークショップほ
か、ビデオ上映

午前９時４５分
～１１時４５分

アートスペー
ス企画「遊ぼ
う！視覚の不
思議」

――

杉並子どもアニメ「サ
ヨナラみどりが池」と
メイキングビデオの上
映

午前９時４５分
～午後０時３５
分

杉並子どもア
ニメ上映「サ
ヨナラみどり
が池」

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　○５ 性別

○６ 電話番号

（原則１人１枚）

記

入

例



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

�
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し 

杉
並
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ 

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

音
楽
の
花
束 

―
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
か
ら

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
ま
で

　

ど
こ
か
で
耳
に
し
た
事
の
あ

る
曲
を
、
素
敵
な
ア
レ
ン
ジ
で

お
届
け
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時
開

１０

２３

演
（
１
時　

分
開
場
） 

浜
田

３０

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

 

出
演
＝
栗
山
ひ
ろ
み
・
石
幡

暁
美
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
飛
鳥
井

な
お
み
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
鈴
木
ひ

ろ
み
（
ピ
ア
ノ
）
▽
曲
目
＝

「
星
に
願
い
を
」、「
チ
ゴ
イ
ネ

ル
ワ
イ
ゼ
ン
」、「
タ
イ
ス
の
瞑

想
曲
」、「
ア
ベ
・
マ
リ
ア
」
ほ

か 

一
五
〇
〇
円
（
自
由
席
、

会
員
割
引
有
） 

チ
ケ
ッ
ト
の

販
売
開
始
＝
８
月　

日 

午
後

１３

１
時
▽
販
売
窓
口
＝
○１
 

文
化
・

交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻
３
―

　

―
５
杉
並
会
館
内
）
＝
月
〜

２９金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
初
日
は
電

話
予
約
の
み
）
○２
 

区
役
所
一
階

コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝
月
〜

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時　

分
○３
 

地
域

３０

区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
８
時 

文
化
・

交
流
協
会
文
化
係
�
５
３
１
１

‐
７
０
３
５

日
本
舞
踊
発
表
会

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時
〜

２８

５
時
（
０
時　

分
開
場
・
区
後

４５

時

（土）

場

内
費

申

（金）
問

時

（土）

援
） 

勤
労
福
祉
会
館
（
桃
井

４
―
３
―
２
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

西
崎
流
筑
紫
会

�
３
３
９
１
‐
０
３
６
８

映
画
上
映
会

　
 

８
月　

日 

・　

日 

午

２２

２８

後
１
時
〜
７
時　

分（
区
後
援
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

「
明
治
天
皇
と
日

２２

３２

露
大
戦
争
」（
○１
 

午
後
１
時　

分
２０

〜
、
○２
 

５
時　

分
〜
）、「
明
治

３０

天
皇
と
乃
木
将
軍
」（
午
後
３
時

　

分
〜
）
▽
出
演
＝
嵐
寛
寿
郎

３０ほ
か 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

市
民
文
化
サ
ー
ク
ル
杉

並　

実
行
委
員
会
・
和
田
�
５

２１
９
３
８
‐
６
８
３
９

夏
休
み
杉
並
将
棋
祭
り

　

ク
ラ
ス
別
に
競
う
競
技
大
会

で
す
。
プ
ロ
棋
士
の
指
導
対
局

も
あ
り
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

８
月　

日 

午
前　

時
〜

２９

１０

午
後
４
時　

分
（
９
時　

分
受

３０

３０

付
開
始
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並（
梅

里
１
―　

―　

） 

将
棋
愛
好

２２

３２

者
な
ら
ど
な
た
で
も 

一
二
〇

名
（
先
着
順
） 

大
人
一
五
〇

〇
円
、
高
校
生
以
下
五
〇
〇
円

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並

将
棋
祭
り
実
行
委
員
会
・
田
中

�
３
３
９
２
‐
１
９
２
５

�
杉
並
区
演
劇
人
協
会 

劇
団
手
織
座
―
朗
読
祭
り

　

お
腹
か
ら
声
を
出
し
て
、
怒

っ
た
り
、
笑
っ
た
り
し
ま
せ
ん

か
。親
子
で
ど
う
ぞ
。（
区
共
催
）

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時　

２８

３０

分
開
演
（
１
時
開
場
） 

劇
団

手
織
座
ア
ト
リ
エ
（
成
田
東
４

―
９
―
６
） 

詩
の
朗
読
、
反

戦
の
詩
・
小
説
、
子
ど
も
の
た

め
の
詩
・
民
話 

八
〇
名 

無

料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

場

費

申

問

時

（日）

（土）

場

内

費

申

問
時

（日）

場

対
定

費

申

問

時

（土）

場

内
定

費

申

問

ス
で
、
劇
団
手
織
座
�
３
３
９

３
‐
２
７
２
１　

５
３
９
７
‐

FAX

９
８
５
３
へ
（
先
着
順
）

 
●
講
演
会
と
実
技
指
導 

無
理
な
く
シ
ニ
ア
体
力

ア
ッ
プ

　
 

８
月　

日 

午
後
２
時
〜

３０

４
時
（
区
後
援
） 

向
陽
中
学

校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
下
高
井
戸

３
―　

―
１
向
陽
中
学
校
内
）

２４

 

シ
ニ
ア
の
方
に
も
無
理
な
く

で
き
る
呼
吸
法
・
体
操
法
・
リ

ラ
ッ
ク
ス
法
・
健
康
法
の
講
演

と
実
技
指
導 
 

気
の
研
究
会

気
圧
療
法
士
・
心
身
統
一
合
気

道
指
導
員
・
米
内
山
幸
孝 

区

内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上
の

４０

方 

五
〇
名 

無
料 

ハ
ガ
キ

（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、
８

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

２０
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ（
〒　

‐
０
０
６
４
永

１６８

福
３
―　

―
２
）
へ
（
先
着
順
）

３７

 

Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
�
３
３
２
１
‐
６

４
８
８
ま
た
は
向
陽
中
学
校
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
�
３
３
２
９
‐
３

９
３
５
（
日
曜
の
み
）

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

　
 

・ 

第
二
回
＝　

月　

日

１０

１３

〜　

月　

日
ま
で
の
毎
週
水
曜

１１

１７

日
（　

月
３
日
は
休
み
、
計
五

１１

回
）
午
後
５
時
〜
７
時
＝
高
井

戸
温
水
プ
ー
ル
（
高
井
戸
東
３

―
７
―
５
）
▽
第
三
回
＝　

月
１０

　

日
〜　

月　

日
ま
で
の
毎
週

３０

１１

２７

土
曜
日
（
計
五
回
）
午
前
９
時

〜　

時
＝
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ

１１
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
（
上
井
草

３
―　

―
１
） 

区
内
在
住
の

３４

４
歳
〜
小
学
四
年
生
で
軽
度
の

気
管
支
ぜ
ん
息
に
か
か
っ
て
い

る
方 

各
回
と
も
三
五
名
（
選

時

（月）
場

内

師
（財）

対

定

費

申

問
時

場

対

定

考
・
抽
選
） 

各
回
と
も
二
五

〇
円
（
保
険
料
） 

ハ
ガ
キ

（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
希
望

す
る
回
と
学
年
（
未
就
学
児
は

年
齢
）
を
書
い
て
、
８
月　

日
２７

（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
保
健
所

保
健
予
防
課
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

１
荻
窪
５
―　

―
１
）
へ 

同

２０

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

資
源
は
ご
み
に
し
な
い
―

紙
と
布
と
は
長
い
お
つ
き
合
い

　
 

８
月　

日 

午
後
２
時
〜

２７

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

１３学
の
方 

二
五
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
す
ぎ
な
み
環
境
情

報
館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１

へ
（
先
着
順
）

お
気
楽
！
省
エ
ネ
の
ス

ス
メ
―
利
便
性
を
損
な
わ
ず

に
進
め
る
省
エ
ネ
の
極
意

　

一
人
ひ
と
り
が
気
負
わ
ず
気

楽
に
省
エ
ネ
が
で
き
る
極
意
を

お
教
え
し
ま
す
。

　
 

９
月
４
日 

午
後
３
時　
３０

分
〜
５
時　

分 

リ
サ
イ
ク
ル

３０

ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
高
井
戸
東
３

―
７
―
４
） 

田
中
優 

四
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�
３

３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
（
水
・

木
曜
休
館
、
先
着
順
）

●
入
り
口
い
ろ
い
ろ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
そ
の　
 １７

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
国
際
協
力
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

　

国
際
協
力
と
は
、
様
々
な
問

題
に
国
境
を
越
え
て
取
り
組
む

こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
お
話

を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

費

申

問

時

（金）

場対
定

費

申

問
時

（土）場
師

定

費

申

問

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
３
時　

分 

杉
並
Ｎ
Ｐ

３０

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

四
階
） 

Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ａ
（
国

１７
際
精
神
里
親
運
動
部
）・
森
下
み

ゆ
き 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
杉

並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６

‐
３
９
３
９　

５
３
０
６
‐
６

FAX

５
９
７
へ
（
先
着
順
）

●
住
ま
い
の
勉
強
会 

知
っ
て
て
よ
か
っ
た
！

失
敗
し
な
い
住
ま
い
の

リ
フ
ォ
ー
ム

　

住
宅
に
関
す
る
専
門
知
識
と

経
験
を
結
集
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し

て
の
立
場
か
ら
、皆
さ
ん
の「
住

ま
い
の
夢
」
を
実
現
す
る
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
今
回
は
リ
フ

ォ
ー
ム
に
関
す
る
重
要
ポ
イ
ン

ト
を
多
面
的
に
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時　

２５

３０

分
〜
４
時　

分 

荻
窪
地
域
区

４０

民
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―　

―
３４

　

） 

講
演
と
リ
フ
ォ
ー
ム
相

２０談
会 

三
〇
名 

五
〇
〇
円

（
資
料
代
） 

・ 

電
話
・
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
環
境
ネ
ッ
ト
�

５
３
３
６
‐
６
６
０
４　

５
３

FAX

３
６
‐
６
６
０
９
、
Ｅ
メ
ー
ル

in
fo
@
n
p
o
-jy
u
k
a
n
k
y
o
.

n
e
t

へ
（
先
着
順
）

百
人
一
首
源
平
か
る
た
教
室

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時
〜

２８

４
時　

分
（
区
後
援
） 

高
井

３０

戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
５
） 

小
学
生

以
上
（
ひ
ら
が
な
が
読
め
る
幼

児
も
可
） 

三
二
名 

無
料 

・

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

時

（木）
場

師

定

費

申

問

時

（水）場

内定

費

申

問

時

（土）

場
対

定

費

申

問

伝
承
文
化
研
究
所
�
・　

３
９

FAX

５
０
‐
３
９
８
５
ま
た
は
小
林

�
０
９
０
‐
４
９
６
５
‐
１
３

１
０
へ
（
先
着
順
）

●
家
族
介
護
教
室 

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
お
仕

事
っ
て
？

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時　

２１

３０

分
〜
３
時 

和
田
ふ
れ
あ
い
の

家
（
和
田
３
―　

―
４
） 

区

５２

訪
問
介
護
業
者 

訪
問
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方 

二
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
和
田
ふ
れ
あ
い
の

家
�
３
３
１
２
‐
９
５
５
６
へ

（
先
着
順
）

●
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

ひ
ゅ
う
ま
ん
・
か
れ
っ
じ 

自
分
と
相
手
を
伸
ば
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

―
コ
ー
チ
ン
グ
講
座

　

地
域
・
家
庭
・
職
場
そ
れ
ぞ

れ
の
環
境
の
中
で
使
え
る
コ
ー

チ
ン
グ
を
学
び
、「
聴
き
力
」
を

養
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上

手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
講
義
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
に
体
験
し

な
が
ら
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

　
 

・ 

右
下
表
の
と
お
り 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー 

�

時

（土）

場

師

対

定

費

申

問
時

内

場
師

生
涯
学
習
開
発
財
団
認
定
コ
ー

チ
・
藤
田
潮 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
（
区
外
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

三
〇
名

（
抽
選
） 

無
料 

・ 

電
話
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
２

面
記
入
例
参
照
）
で
、
８
月　
２６

対

定

費

申

問

日
（
必
着
）
ま
で
に
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６７

５
１
荻
窪
１
―　

―
３
�
３
３

５６

９
３
‐
４
４
１
０　

３
３
９
３
‐

FAX

４
７
１
４
）
へ
（
月
曜
休
館
）

 

託
児
あ
り
（
１
歳
以
上
就
学

前
、
事
前
申
込
み
）

他

〈ひゅうまん・かれっじ〉
内　容課　題月日

コーチングとは？どんなふうに活用されているか？
知っておくと大変役に立ちます

素敵なコミュニケーションと
コーチングについて

９月
１１日

コミュニケーションの基本は人の話を聴くこと。聴
く力を上達させるちょっとしたコツを練習しましょ
う

人の話を十分に聴く練習１８日

人のエネルギー源は他人から認められること。相手
の存在をまるごと認めることを意識して伝えられる
練習をします

相手と自分が伸びる会話のコ
ツ　その１「認めること」２５日

自発的な行動を促すコーチングにおいて、普通の会
話では出てきにくい大切な表現があります

相手と自分が伸びる会話のコ
ツ　その２「質問と提案」

１０月
２日

前半で習得したいくつかの技術を振り返りながら、
実際の生活で使えるようになるための練習をしますコーチングを使ってみよう９日

自分も相手も伸びていくためには、互いの言動の特
徴を知って対処すると円滑なコミュニケーションが
図れます

自分と周りの人のコミュニケ
ーションの特徴を知る１６日

目標に向けて自発的な行動を促すのがコーチング。
３年後のあなたは？目標をもって夢を叶えましょう

なりたい姿を描けば本当にな
る２３日

自分自身の中に、人を伸ばして自分が伸びていくた
めの余裕を持ち続けるためのヒントをお話しします

自分も他人も伸ばせる人でい
るためのセルフマネジメント３０日

※時間はいずれも、土曜日の午後２時３０分～４時３０分。

▲栗山　ひろみ

土曜日のパパママ学級
９月１１日（土）午後１時～４時

上井草保健センター（〒１６７‐００２３上井草
３‐８‐１９�３３９４‐１２１２）
　【内容】ビデオ、もく浴実習、情報交換など【対象】区
内在住で当日妊娠２８週以上の初産のカップル２０組
【参加費】無料【申込み】往復ハガキに２人の氏名・住
所・電話番号・出産予定日を書いて、８月２７日 （必着）
までに同保健センターへ

補助金適正化懇談会から
「提言」が報告されました

　区では、補助金制度の見直しを進めています。
　学識経験者と地域団体の代表者などで構成さ
れる「杉並区補助金の適正化に関する懇談会」
を設置し、審議を進めてきました。そして７月
２９日に区長あての提言として報告されました。
　提言では、補助金が区政において中核的施策
の一つであり、地域の課題に取り組む個人や団
体にとって重要な課題であるとしています。そ
の上で、分権時代にふさわしい補助金制度とし
ていくため、区政運営の透明性や財政の健全化
とともに、住民自治を推進していく区民と区と
の「協働」の視点から全体的な見直しを行うこ
とが必要であるとしています。
　なお、詳細は、区ホームページでご覧になれ
ます。

――問い合わせは、財政課へ。

補助金適正化懇談会から補助金適正化懇談会から
「提言」が報告されました「提言」が報告されました
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サ
ン
フ
レ
ン
ズ 

非
常
勤
看
護
職
員

　
 

勤
務
地
＝
和
田
ふ
れ
あ
い

の
家
▽
勤
務
内
容
＝
利
用
者
の

看
護
業
務
▽
勤
務
時
間
＝
毎
週

水
曜
日
午
前
９
時　

分
〜
午
後

１５

４
時　

分
▽
資
格
＝
看
護
師
の

４５

資
格
を
お
持
ち
の
方
▽
募
集
人

数
＝
一
名
▽
時
給
＝
一
四
〇
〇

円 

・ 

電
話
連
絡
の
上
、
履

歴
書
を
郵
送
で
和
田
ふ
れ
あ
い

の
家
（
〒　

‐
０
０
１
２
和
田

１６６

３
―　

―
４
�
３
３
１
２
‐
９

５２

５
５
６
）
へ

●
郷
土
博
物
館 

企
画
展
「
上
井
草
球
場

展
」
を
い
っ
し
ょ
に
つ

く
り
ま
せ
ん
か

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
３
月
に

「
上
井
草
球
場
の
軌
跡
」
展
を

行
い
ま
し
た
。
秋
の
企
画
展
は

（福）
内申

問

こ
の
成
果
を
も
と
に
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
た
上
井
草
球
場
展
を

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
上
井
草
地
域
に
残

っ
て
い
る
上
井
草
球
場
関
連
の

資
料
な
ど
を
集
め
、
展
示
に
至

る
ま
で
の
作
業
を
博
物
館
職
員

と
一
緒
に
行
っ
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　
 

上
井
草
周
辺
に
在
住
で
上

井
草
球
場
や
博
物
館
の
仕
事
に

興
味
が
あ
り
、
８
月
下
旬
〜　
１０

月
上
旬
ま
で
の
間
、
週
一
日
程

度
活
動
が
で
き
る
高
校
生
以
上

の
方 

一
〇
名
（
抽
選
） 

・

 

電
話
で
、
８
月　

日
ま
で
に

２５

郷
土
博
物
館
�
３
３
１
７
‐
０

８
４
１
へ 

８
月　

日
に
応
募

２９

者
へ
の
説
明
会
を
行
い
ま
す

阿
佐
谷
キ
ッ
ク
・
オ
フ

オ
フ
ィ
ス
入
居
者

　

区
で
は
、
ま
ち
と
調
和
し
た

新
し
い
産
業
の
創
業
を
促
す
た

め
、
高
速
の
情
報
通
信
環
境
が

整
備
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
を
低
料

金
で
提
供
し
ま
す
。

　
 

所
在
地
＝
阿
佐
谷
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
一
階
（
阿
佐
谷
南

１
―　

―　

）
▽
入
居
予
定
時

４７

１７

期
＝　

年
２
月
１
日
か
ら
二
年

１７

間
以
内
（
審
査
に
よ
り
一
年
延

長
可
）
▽
利
用
時
間
な
ど
＝
二

四
時
間
利
用
可
能
▽
募
集
部
屋

数
＝
三
室
（
約
一
〇
m

2
 

〜
一
一

m
2
 

）
▽
入
居
資
格
＝
①
み
ど
り

の
産
業
分
野
（
住
宅
地
に
負
荷

を
与
え
な
い
、
情
報
通
信
・
環

境
・
防
災
・
住
宅
・
医
療
・
福

祉
・
教
育
な
ど
に
関
す
る
事
業
）

で
高
度
な
情
報
通
信
環
境
を
活

用
し
た
事
業
の
創
業
を
予
定
ま

た
は
創
業
後
三
年
未
満
の
法
人

ま
た
は
個
人
②
利
用
期
間
終
了

後
、
区
内
で
引
き
続
き
事
業
を

対
定

申

問

他

内

行
う
意
思
が
あ
る
③
区
民
税
、

都
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
▽

利
用
条
件
＝
①
事
務
所
と
し
て

利
用
②
法
人
の
場
合
は
本
社
と

し
て
利
用
▽
利
用
料（
賃
料
）＝

一
m

2
 

あ
た
り
月
額
二
六
七
一

円
、
一
室
あ
た
り
月
額
二
万
六

七
三
六
円
〜
二
万
八
二
八
五
円

／
共
益
部
分
（
電
気
・
水
道
料
、

警
備
委
託
費
、
清
掃
費
）
の
費

用
を
含
む
▽
保
証
金
＝
一
〇
万

円
▽
そ
の
他
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
料
は
無
料
（
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
使
用
料
、
電
話
料
な
ど
は

利
用
者
負
担
） 

８
月　

日
〜

１１

９
月　

日
ま
で
に
事
業
計
画
な

３０

ど
を
産
業
振
興
課
（
区
役
所
西

棟
一
〇
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
。
書
類
審
査
と
面
接
審
査
を

行
い
ま
す 

同
課 

申
請
書
類

一
式
、
そ
の
他
詳
細
は
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

す
ぎ
な
み
環
境
賞

①
表
彰
対
象
者

　

環
境
先
進
都
市
を
目
指
す
た

め
、
環
境
に
貢
献
し
た
方
々
を

表
彰
す
る
す
ぎ
な
み
環
境
賞
の

対
象
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
ご
み
の
減
量
の
た
め
に

過
剰
包
装
の
抑
制
を
大
き
な
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、　

月　

日 

・

１０

１６

　

日 

に
高
井
戸
地
域
区
民
セ

１７ン
タ
ー
で
開
催
す
る
環
境
博
覧

会
で
行
い
ま
す
。

　
 

①
過
剰
包
装
の
抑
制
を
行

う
な
ど
環
境
意
識
の
高
い
事
業

者
（
ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で

い
る
商
店
街
や
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
、
簡
易
包
装
、
エ
コ
シ
ー
ル

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

者
）
② 
過
剰
包
装
を
行
う
な
ど

環
境
に
配
慮
の
乏
し
い
商
品
や

事
業
者
（
過
大
包
装
や
多
重
包

装
で
無
駄
と
思
え
る
商
品
な

申

問

他

（土）

（日）
対

ど
）
＝
厚
着
賞
③
事
業
者
に
よ

る
環
境
に
や
さ
し
い
技
術
開
発

や
簡
易
包
装
な
ど
環
境
に
配
慮

し
た
商
品
＝
薄
着
賞 

電
話
・

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
①
〜
③
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
事
業

者
名
・
商
品
名
・
記
入
者
の
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
の
電
話
番

号
を
、
９
月　

日
ま
で
に
清
掃

１０

管
理
課
ご
み
減
量
担
当
�
３
３

１
２
‐
２
３
０
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

s
e
is
o
-k
a
n
ri@
c
ity
.s
u
g
i

n
a
m
i.lg
.jp

へ

◇
ご
み
ま
で
買
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
―
ご
み
減
量
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
実
施
中

　

区
は
、
す
ぎ
な
み
環
境
賞
の

募
集
に
合
わ
せ
て
、
ご
み
減
量

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

商
品
自
体
の
包
装
を
簡
易
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

商
品
を
買
っ
た
と
き
に
レ
ジ
袋

が
必
要
の
な
い
よ
う
に
マ
イ
バ

ッ
グ
を
持
ち
、
ご
み
ま
で
買
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆

　
 

清
掃
管
理
課
ご
み
減
量
担

当②
こ
う
す
れ
ば
ご
み
は
減
る

   
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
お
も

ち
ゃ
の
修
理
や
資
源
回
収
を
工

夫
し
て
行
う
な
ど
、
区
民
や
事

業
者
の
創
意
あ
ふ
れ
る
ご
み
減

量
の
取
り
組
み
や
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
文
章
・
イ
ラ
ス

ト
な
ど
、様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
取
り
組

み
な
ど
は
冊
子
に
ま
と
め
て
紹

介
し
、
優
秀
作
品
は
「
環
境
博

覧
会
す
ぎ
な
み
２
０
０
４
」
で

表
彰
す
る
予
定
で
す
。

　
 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
（
グ
ル
ー
プ
・
事
業
者
も

申

問対

可
） 

・ 

作
品
に
住
所
・
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
も
書
い
て
、
９

月　

日
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク

１０
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

清
掃
管
理
課
清
掃
計
画
係
（
区

役
所
西
棟
七
階
�
３
３
１
２
‐

２
３
０
６
Ｅ
メ
ー
ルs

e
is
o
-

k
a
n
ri@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.l

g
.jp

）
へ

●
杉
並
区
総
合
文
化
祭 

ア
マ
チ
ュ
ア
美
術
展
作
品

　
 

展
示
期
間
＝　

月
８
日 

１０

〜　

日 
 

セ
シ
オ
ン
杉
並

１２
（
梅
里
１
―　

―　

） 

日
本

２２

３２

画
ま
た
は
洋
画
で
、
八
号
ま
で

の
額
装
の
も
の
（
一
人
一
点
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
学

生
を
除
く
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
２

面
記
入
例
参
照
）
に
日
本
画
･

洋
画
の
別
、
作
品
名
・
大
き
さ

も
書
い
て
、
９
月　

日
（
消
印

１５

有
効
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里

１６６

１
―　

―　

）
へ 

同
セ
ン
タ

２２

３２

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

高
円
寺
「
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ア
ー
ト
」
出
展
者

　

自
分
の
手
作
り
ア
ー
ト
作
品

の
展
示
、
販
売
す
る
作
家
を
募

集
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時
〜

１０

１６

８
時
、　

日 

正
午
〜
午
後
６

１７

時
（
予
定
） 

高
円
寺
北
会
議

室
（
高
円
寺
北
３
―　

―
９
）

２５

 

ア
ー
ト
活
動
で
生
計
を
立
て

よ
う
と
本
気
で
志
し
て
い
る
作

家
（
住
所
・
国
籍
・
性
別
・
年

齢
・
プ
ロ
・
ア
マ
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
。
自
分
の
作
品
の
展
示

を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
た
い
、
ま
た
は
作
る
喜
び
を

伝
え
た
い
方
） 

三
〇
〇
〇
円

（
予
定
・
作
品
の
売
上
は
全
額

申

問

時

（金）

（火）
場

内

対

申

問

時

（土）
（日）場

対

費

本
人
へ
） 

作
品
内
容
の
わ
か

る
資
料
（
作
品
数
・
大
き
さ
・

活
動
歴
・
ど
ん
な 
想 
い
で
創
作

お
も

活
動
を
し
て
い
る
か
・
意
欲
な

ど
を
具
体
的
に
）
に
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
年
齢
・

連
絡
先
（
住
所
・
電
話
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）
を
書

い
て
、
８
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
ハ
ー
ト
・
ト
ゥ
・
ア
ー
ト

実
行
委
員
会
・
渡
辺
（
〒　

‐
１６５

０
０
３
４
中
野
区
大
和
町
４
―

　

―　

）
へ
。
選
考
の
う
え
決

４２

１４

定
し
、
８
月
末
ご
ろ
ま
で
に
通

知
し
ま
す
（
選
考
基
準
に
関
し

て
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
） 

同
会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐
７

９
３
５
、
Ｅ
メ
ー
ルh

iro
s
h
i-

w
@
p
o
p
0
2
.o
d
n
.n
e
.jp

 

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.h
e
a
rt-to

-a
rt.n
e
t/

②
資
料
は
原
則
と
し
て
返
却
し

ま
せ
ん
。
返
却
を
希
望
す
る
方

は
、
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い

 
◯障
 

・
◯身
 

医
療
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
◯障
 

・
◯身
 

医
療

証
の
有
効
期
限
は
８
月　

日
ま

３１

で
で
す
。
新
し
い
医
療
証
は
８

月　

日
こ
ろ
郵
送
し
ま
す
。
期

２５
限
の
切
れ
た
◯障
 

・
◯身
 

医
療
証
は
、

９
月　

日
ま
で
に
障
害
者
施
策

３０

課
（
区
役
所
東
棟
一
階
）、
福
祉

事
務
所
、
区
民
事
務
所
、
駅
前

事
務
所
へ
お
返
し
く
だ
さ
い

（
障
害
者
施
策
課
へ
の
郵
送
も

可
）。

◇
所
得
制
限
基
準
額

　

９
月
か
ら
の
所
得
制
限
基
準

額
は
右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◇
健
康
保
険
な
ど
の
変
更

　

現
在
◯障
 

・
◯身
 

医
療
証
を
お
持

申

問他

ち
の
方
で
、
健
康
保
険
証
や
住

所
、
氏
名
な
ど
を
変
更
し
た
場

合
に
は
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

◇
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
受
給

資
格
を
喪
失
さ
れ
た
方
へ

①　

年
度
の
所
得
（　

年
中
の

１６

１５

所
得
）
が
右
表
の
所
得
制
限
基

準
額
以
内
の
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

②
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
で
昨

年
◯障
 

医
療
証
の
受
給
資
格
を
喪

失
さ
れ
た
方
で
、　

年
度
住
民

１６

税
が
非
課
税
の
方
は
◯障
 

医
療
証

を
交
付
し
ま
す
。
８
月
中
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、　

年
１６

度
非
課
税
証
明
書
（
１
月
２
日

以
降
杉
並
区
に
転
入
さ
れ
た

方
）、
印
鑑

　
　
　
　
　

☆

　
 

・ 

障
害
者
施
策
課
障
害

者
福
祉
係
ま
た
は
福
祉
事
務
所

（
東
�
５
３
０
６
‐
２
６
１
１

／
西
�
３
３
９
８
‐
９
１
０
４

／
南
�
３
３
３
２
‐
７
２
２
１
）

へコ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
あ

っ
せ
ん
お
よ
び
購
入
費

の
助
成

　

区
は
、
生
ご
み
や
落
ち
葉
な

ど
を
土
中
の
微
生
物
の
は
た
ら

き
に
よ
り
た
い
肥
に
つ
く
り
か

え
る
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
あ

申

問

っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

購
入
の
際
は
、
あ
っ
せ
ん
価

格
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
（
一

世
帯
あ
た
り
年
度
内
に
一
個
、

三
年
度
内
に
二
個
ま
で
）。

　
 

印
鑑
持
参
の
上
、
直
接
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
係
（
区
役
所
西

棟
七
階
）
へ
。
申
請
書
類
の
郵

送
を
ご
希
望
の
方
は
、
返
信
用

封
筒
に
九
〇
円
切
手
を
は
り
、

送
付
先
を
記
入
の
上
、
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
係
へ
送
っ
て
く
だ
さ

い
（
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
せ
ま
す
） 

同
係 

①
申
し
込
ん
だ
月
の
翌
月
末
ま

で
に
業
者
が
自
宅
配
送
し
ま
す

②
購
入
後
の
容
器
の
返
品
・
交

換
は
で
き
ま
せ
ん
③
同
一
年
度

内
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
と
家
庭

用
生
ご
み
処
理
機
両
方
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

○４
 

区
役
所
西
棟
七
階
で
容
器
を

展
示
し
て
い
ま
す

申

問

他

〈コンポスト容器の購入費助成〉
助成
金額

あっせ
ん価格

容量大きさ（�）型式メーカー

２９５０円５９００円７０�l４５×４５×６８．６（高さ）コンポスターＤ‐７０
東洋テ
ルミー ３０６０円６１２０円１３０�６０（直径）×６６（高さ）コンポスター１３０型

３１５０円６３００円
１９０�７２（直径）×７１（高さ）コンポスター１９０型

１２０�６５（直径）×６９．２（高さ）コンポエース１２０‐Ｎアロン
化成

　集積所に出されるごみの中で「可燃ごみ」は、夏
場は特に生ごみの悪臭がひどくなるとともに、集
積所のまわりも汚れた状態になります。水切りを
することで、それを防ぐことができ、カラスも近
づかない環境づくりにつながります。

 清掃管理課リサイクル推進係問

〈１６年度所得制限基準額〉

本人（２０歳未満は健康
保険の世帯主）の所得

扶　養
親族数

３６０万４０００円０人

上記額に１人につき３８
万円を加算

１人
以上

※１５年中の所得です。



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

●５ �������平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

高
齢
者
お
気
軽
相
談
会

　

介
護
保
険
を
は
じ
め
お
困
り

の
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
な
ど

を
ケ
ア　

職
員
が
伺
い
ま
す
。

２４

　
 

８
月　

日 

午
前　

時
〜

１５

１０

午
後
３
時 

ケ
ア　

上
井
草

２４

（
上
井
草
３
―　

―　

） 

高

３３

１０

齢
者
本
人
と
そ
の
家
族 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ケ
ア

　

上
井
草
�
３
３
９
６
‐
０
０

２４２
４

●
済
美
教
育
研
究
所 

夏
休
み
子
ど
も
学
習
相
談

室
・
夏
休
み
な
ん
で
も
学

習
子
ど
も
電
話
相
談
室

　
 

○１
 

学
習
相
談
室
＝
８
月　
２３

日 

〜　

日 

午
前
９
時
〜
正

２７

午
、　

午
後
１
時
〜
４
時
／
○２
 

電
話
相
談
室
＝
８
月　

日 

〜

２３

　

日 

午
前
９
時
〜　

時　

２５

１１

３０

分
、
午
後
１
時
〜
３
時　

分 
３０

済
美
教
育
研
究
所
（
堀
ノ
内
２

―
５
―　

） 

○１
 

＝
夏
休
み
の

２６

時

（日）

場

対
費

申

問

時（月）

（金）

（月）

（水）

場

内

宿
題
で
わ
か
ら
な
い
問
題
の
解

き
方
や
研
究
の
ま
と
め
方
に
つ

い
て
、
○２
 

＝
学
習
に
関
す
る
様

々
な
相
談 

愛
杉
会
（
区
の
校

長
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
す
る
有
志
メ

ン
バ
ー
）、同
研
究
所
職
員 

○１
 

＝
小
学
生
、
○２
 

＝
幼
児
、
小
・

中
学
生 

無
料 

○１
 

＝
当
日
、

直
接
会
場
へ 

済
美
教
育
研
究

所
�
３
３
１
１
‐
０
０
２
１

★
視
覚
障
害
高
齢
者
の
生
き
が

い
教
室
「
パ
ソ
コ
ン
、
で
き
る

と
便
利
・
お
も
し
ろ
い
」

　
 

９
月
１
日 

午
前　

時
〜

１０

　

時　

分 

杉
並
ア
イ
プ
ラ
ザ

１１

４０

（
南
荻
窪
３
―　

―　

） 

ス

２８

１０

ラ
ッ
シ
ュ
（
視
覚
障
害
者
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
）
代
表
・

圓
山
光
正 

区
内
在
住
の
視
覚

師

対

費

申
問

時

（水）

場

師

対

障
害
の
あ
る
高
齢
者 

一
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
８
月

　

日
ま
で
に
杉
並
ア
イ
プ
ラ
ザ

２０�
３
３
３
３
‐
３
４
４
４
へ（
先

着
順
）

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

ペ
ン
習
字
教
室

　
 
　

月
７
日
〜　

月
９
日
の

１０

１２

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時　

分
〜

３０

８
時　

分
（
計
一
〇
回
） 

み

３０

な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
七
階
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―
２
） 

文
部

１４

科
学
省
認
定
一
級
・
伊
東
圭
草

 

区
内
在
住
・
在
勤
で
全
回
参

加
で
き
る
方 

一
六
名（
抽
選
）

 

一
万
二
五
〇
〇
円
（
教
材
費

を
含
む
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
２
面

記
入
例
参
照
）
に
自
筆
（
硬
筆
）

で
書
い
て
、
８
月　

日
（
必
着
）

２７

ま
で
に 

杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
「
ペ
ン
習
字
教
室

係
」（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷

１６６

南
１
―　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ

１４

谷
ビ
ル
六
階
）
へ 

同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
２
２
１
７

定

費

申

問

時

場
師

対

定

費

申（社）

問

●区民体育祭秋季大会
◇ソフトテニス（一般の部・ダブルス）
　 ９月１９日（日）午前９時～午後７時（予備日＝２６日（日）） 松ノ木運動場（松ノ木
１‐３‐２２） 種目＝男子＝一般、壮年（４５歳以上）、女子＝一般、壮年（４５歳
以上）、グランドシルバー＝男子６５歳以上、女子５５歳以上（ミックスチームも可）
 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 １組１０００円（当日持参） ハガキ（２
面記入例参照）に種目も書いて、９月１１日（必着）までに区ソフトテニス連盟・
小島晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐４）へ 同連盟・小島�３３１２‐０３８５（午後
７時～９時）
◇ライフル射撃
　 ９月２３日（祝）午前９時～午後４時 埼玉県長瀞総合射撃場（埼玉県秩父郡長瀞
町野上下郷２３９５‐１） 種目＝ＳＢ＝５０ｍ３×４０ＭＷ・５０ｍＰ６０ＭＷ、ＡＲ＝１０
ｍＳ６０ＭＷ・１０ｍＰ６０ＭＷ・１０ｍＡＰ６０ＭＷ・１０ｍＨＲ６０ＭＷ（１人２種目まで）
 区内在住・在勤・在学または区ライフル射撃協会会員で銃所持許可者 ＳＢの
部４０００円、ＡＲの部２０００円 ８月２３日までに振替用紙の通信欄に参加種目を書い
て、参加費を郵便局「００１１０‐７‐４８３６１杉並区ライフル射撃協会事務局」へ振り
込み 同協会・全�３３１８‐０１２０
◇空手道
　 １０月１０日（日）午前９時～午後６時 日本大学鶴ケ丘
高等学校（和泉２‐２６‐１２） 種目＝組手・形個人戦
（年齢別、男女別）、団体戦 区内在住・在勤・在学、
または区空手道連盟に加盟している団体に所属している
方 個人戦＝１種目につき１０００円、団体戦＝１チーム
３０００円 所定の用紙（区立体育施設にあります）に記入
し、９月１０日（必着）までに区空手道連盟・山口昌寿
（〒１６０‐００２２新宿区新宿２‐１４‐７（株）東京ジムキ）へ郵
送 同連盟・高瀬�０４２‐７７９‐２５３５
●区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇だれでも参加できる水上レクリエーション
　 ９月１２日（日）午前９時～午後４時（受付は３時３０分まで） 高井戸温水プール
（高井戸東３‐７‐５） 水中ウォーク、自由水泳、アクアエクササイズ、ワン
ポイントレッスン、親子ゲーム、タイムトライアル、フィンスイム 区内在住・
在勤・在学の方 １００円 当日、直接会場へ 区アクアレクリエーション協会・
野田�３３３１‐８７７８（午後６時～８時） ○１ 水着・水泳帽・タオル持参○２ 小学３年
生以下は１６歳以上の付添いが必要○３ オムツのとれていない乳幼児は不可
◇ハゼ釣り
　 ９月１２日（日）午前５時３０分ＪＲ荻窪駅北口青梅街道
天沼陸橋出発（小雨実施） 候補地＝茨城県利根川下流
域など 区内在住・在勤・在学の方（中学生以下は高校
生以上の同伴者が必要） ８０名（先着順） 大人６５００
円、中学生以下３０００円（交通費、エサ代、保険料含む／
当日集金） ・ ハガキ（２面記入例参照）またはファ
クスに人数も書いて、９月７日（必着）までに区釣魚連
合会事務所（〒１６８‐００８１宮前５‐２４‐８太田方�・�
３３３４‐０３４９、午前９時～午後５時）へ（電話も可） ○１ 
天候にかかわらず、雨具、長靴、弁当は必ず持参○２ 東京
都ハゼ釣り選手権の選考を兼ねています○３ ゴミはお持ちかえりください
●区民友好・バタフライ・ダブルス・チームカップ・卓球大会
　 ９月２６日（日）午前９時～（区後援） 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 男女

時 場
内

対 費 申

問

時 場
内

対 費
申

問

時 場
内
対

費
申

問

時 場
内

対
費 申 問

他

時
場

対
定 費

申 問

他

時 場 内

別３ダブルスの団体戦（登録は１チーム４～５名）、１試合に２名は違うメンバ
ーで２回の出場が可能 区内在住・在勤・在学または区内のクラブに所属し、東
京卓球連盟に加盟している方（資格に該当しない方でも、１チームに１名出場可）
 １チーム３５００円 ９月１５日（必着）までに、○１ （株）タマスに直接申し込み○２ 定額
小為替、切手または現金書留で区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７
‐１�タマス）へ郵送○３ 連盟役員に依頼 連盟事務局�３３１４‐６６２４（株）タマス内
（午前９時～午後５時）

●硬式テニス　○す 教室番号１９５８
　 ９月１９日～１１月７日（予備日 ＝１１月１４日）の毎週日曜
日、午前９時～１１時（計８回） 妙正寺体育館 区内在住・
在勤・在学で５０歳未満の初心者・初級者 ４０名（抽選） 
１５００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書い
て、８月２３日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清
水３‐２０‐１２）へ 同体育館�３３９９‐４２２４
●知的障害者アクアエクササイズ　○す 教室番号２０６０
　 １０月９日～１１月２７日の毎週土曜日、午後２時～４時（計
８回） 上井草スポーツセンター 区内在住・在勤・在学
で知的障害がある方 ４０名（抽選） 無料 往復ハガキ（２面記入例参照）に
生年月日も書いて、８月２５日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐
００２３上井草３‐３４‐１）へ 同センター�３３９０‐５７０７ 託児（３歳～就学前）あ
り
● サウンドテーブルテニス
　視覚障害がある方、ぜひご参加ください。鈴の入ったピンポン玉を、音を頼り
に打ち合う競技です。
　 ８月２２日（日）午前９時～午後１時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在
住・在勤・在学で視覚障害がある方 ２０名 無料 当日、直接会場へ 同体育
館�３２２０‐３３８１
●トレーニングセミナー～シェイプアップコース
　運動の効果がなかなか出ない、運動がなかなか続かない方、ぜひご参加くださ
い。健康づくりのお手伝いをします。
　 ９月６日・１３日・２７日（月曜日コース）または９月２日・９日・３０日（木曜
日コース）午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツセンター・トレーニングルーム
（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 両コース各５名
（先着順） １回４００円（入場料） ・ 電話で、月曜日・木曜日コースどちら
か指定のうえ、前日までに上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ
●障害者のためのわいわいスポーツ教室（プールで遊ぼう）
　障害の程度の重い方のための楽しいスポーツ教室です。
　 ９月２５日�午前９時３０分～１１時３０分 上井草スポーツセンター温水プール
（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方
 ４０名（抽選） 無料 申込書（社会教育スポーツ課、福祉事務所、区立体育
施設にあります）を郵送または持参で、８月２０日（必着）までに社会教育スポー
ツ課（区役所東棟６階）へ 同課 ○１ 一般の交通機関の利用が困難な方は、リフ
ト付きバスの送迎が利用できます○２ 当日参加者と一緒に楽しんでいただけるボラ
ンティアの方を募集しています

対

費 申

問

時
場 対

定 費
申

問

時
場 対

定 費 申

問 他

時 場 対
定 費 申 問

時
場

対 定
費 申 問

時 場
対

定 費 申

問 他

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、８月１１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。
なお、定員を超えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

競技大会

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

◇
放
し
飼
い

　

小
型
犬
で
も
必
ず
リ
ー
ド

（
引
き
綱
）
に
つ
な
ぎ
、
犬

を
制
御
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
フ
ン
の
始
末

　

道
路
や
公
園
に
落
ち
て
い

る
フ
ン
は
不
衛
生
で
迷
惑
な

も
の
で
す
。
散
歩
に
出
か
け

る
と
き
は
フ
ン
を
始
末
す
る

道
具
を
必
ず
携
帯
し
、
き
ち

ん
と
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

◇
鳴
き
声

　

無
駄
ぼ
え
を
す
る
よ
う
な

場
合
は
、
室
内
へ
入
れ
る
・

散
歩
に
行
く
な
ど
し
て
ス
ト

レ
ス
を
解
消
さ
せ
、
近
隣
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

◇
屋
内
飼
育

　

屋
外
は
交
通
事
故
や
感
染

症
の
危
険
な
ど
、
猫
に
と
っ

て
安
全
な
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
猫
は
で
き
る
だ
け
屋

内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
猫
が
外
に
出
て
し

ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
首
輪

と
迷
子
札
を
つ
け
、
飼
い
主

を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫

　

え
さ
を
与
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
飼
い
主
と
同
程
度
の
責

任
を
持
ち
、
食
べ
残
し
の
後

始
末
･
フ
ン
の
処
理
･
不
妊

去
勢
手
術
な
ど
を
行
い
、
近

隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

区
で
は
、
今
年
度
か
ら
、

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
を

近
隣
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ

ず
適
正
に
管
理
し
て
い
る
方

が
不
妊
去
勢
手
術
を
行
う
場

合
、
杉
並
獣
医
師
会
の
協
力

に
よ
り
、
そ
の
費
用
な
ど
を

区
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆

　
 

杉
並
保
健
所
生
活
衛
生

課
�
３
３
９
１
‐
１
９
９
１

問
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平成１6（２００4）年�月��日（水曜日）

 
筆
の
記
名
を
気
楽
に 

書
道
入
門

　

筆
を
に
ぎ
っ
て
記
名
帳
を
前

に
し
ば
し
と
ま
ど
う
…
こ
ん
な

経
験
か
ら
、
筆
文
字
を
習
お
う

と
思
い
な
が
ら
い
ま
だ
に
始
め

て
い
な
い
あ
な
た
。
９
月
か
ら

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

の
入
門
教
室
に
通
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
 

９
月　

日
・　

日
、　

月

１１

２５

１０

９
日
・　

日
い
ず
れ
も
土
曜
日

２３

の
午
前　

時
〜
正
午（
計
四
回
）

１０

 

天
野
玉
萌 

三
〇
名（
抽
選
）

 

一
五
〇
〇
円
（
大
筆
、
小
筆
、

墨
汁
、
下
敷
き
、
半
紙
代
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
で
、
９
月
６
日
（
必
着
）

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
●
ダ
ン
ベ
ル
先
生
講
演
会 

も
り
も
り
食
べ
て 

元
気
に
や
せ
よ
う
！

　

日
本
の
運
動
栄
養
学
の
第
一

人
者
で
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
全

国
に
普
及
さ
せ
た
、
ダ
ン
ベ
ル

先
生
で
お
な
じ
み
の
鈴
木
正
成

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
充
実
の

二
時
間
！
「
美
し
く
元
気
に
や

せ
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 

９
月　

日 

午
後
１
時
〜

１１

３
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
第
八
〜

一
〇
集
会
室
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

） 

八
〇
名
（
抽
選
） 

無

３２料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
８
月　

日
（
必

２５

着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
●
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

教
育
講
演
会 

寺
子
屋
に
学
ぶ

　

荒
廃
し
た
現
在
の
教
育
現
場

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
そ

れ
に
は
江
戸
時
代
の
「
寺
子
屋

に
学
ぶ
」
こ
と
が
多
々
あ
る
と

い
う
少
壮
教
育
学
者
の
曽
野
洋

さ
ん
を
招
き
、
教
育
改
革
の
論

点
を
考
え
ま
す
。

時
師

定

費

申

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（土）

場定

費

申
荻 
 
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

　
 

９
月
４
日 

午
後
２
時
〜

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

玉

３０

川
大
学
助
教
授
・
曽
野
洋 

八

〇
名 

二
〇
〇
円 

当
日
、
直

接
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）

●
和
風
料
理
教
室 

身
近
な
食
材
で 

秋
の
お
も
て
な
し
料
理

　

身
近
な
食
材
を
使
っ
て
チ
ョ

ッ
ト
お
し
ゃ
れ
に
秋
を
感
じ
る

「
和
風
お
も
て
な
し
料
理
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
盛
り
付

け
も
楽
し
み
に
。

　
 

９
月　

日 

午
前　

時
〜

１６

１０

午
後
３
時 

口
取
り
三
種
、
蒸

し
物
、
揚
げ
物
、 
和 
え
物
、
き

あ

の
こ
御
飯
、
汁
物
な
ど 

広
瀬

ま
り 

三
〇
名
（
抽
選
） 

一

八
〇
〇
円
（
材
料
費
） 

往
復

ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）

で
、
８
月　

日
（
必
着
）
ま
で

３０

に
同
セ
ン
タ
ー
へ 

エ
プ
ロ

ン
、
三
角
き
ん
、
タ
オ
ル
、
布

き
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

 
中
国
語
（
北
京
語
） 

入
門

　

発
音
・
日
常
会
話
な
ど
、
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
 

９
月
３
日
〜　

月　

日
の

１０

２２

毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

（
計
八
回
） 

日
中
学
院
非
常

勤
講
師
・
鄭
多
恵 

二
〇
名（
抽

選
） 

三
〇
〇
円
程
度
（
資
料

代
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
で
、８
月　

日
（
必

２４

着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
井
草
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　
 

９
月　

日 

午
前　

時
〜

１１

１０

午
後
４
時
、　

日 

午
前　

時

１２

１０

時

（土）

師定

費

申

時

（木）

内

師

定

費
申

他

西 
 
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

師

定

費申

井 
 
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（土）
（日）

〜
午
後
３
時 
　

日
＝
農
芸
高

１１

校
生
産
品
販
売
、
三
宅
太
鼓
、

防
災
体
験
・
防
犯
実
演
、
お
茶

席
、囲
碁
▽　

日
＝
工
作
教
室
、

１２

包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
、
親

子
木
工
教
室
、
住
宅
相
談
、
ビ

ン
ゴ
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
▽
両
日

＝
近
隣
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小

学
校
・
中
学
校
・
自
主
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
作
品
展
、
演
技
発

表
、
近
隣
ふ
れ
あ
い
の
家
・
す

ぎ
の
き
生
活
園
作
品
展
示
販

売
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
ク
イ
ッ
ク
指
圧
、
パ
ソ

コ
ン
体
験
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
体
験
（
上
履
き
持
参
）、
戦
災

写
真
展 

当
日
、
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ 

井
草
運
営
協
議
会
事

務
局
�
３
３
０
１
‐
７
７
２
３

（
月
曜
〜
金
曜
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

 
●
日
航
元
ジ
ャ
ン
ボ
機
長
が
語
る 

飛
行
機
よ
も
や
ま
話

　

「
飛
行
機
は
ど
う
し
て
飛
ぶ

の
」「
重
さ
は
ど
の
く
ら
い
」
か

ら
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
の
遭
遇
や
同
時

多
発
テ
ロ
ま
で
、
飛
行
経
験
豊

富
な
講
師
な
ら
で
は
の
お
話
で

す
。

　
 

９
月　

日 

午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
３
時　

分 

山
田
隆
三 

３０

七
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
円

（
当
日
受
付
で
集
金
し
ま
す
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

参
照
）
で
、
８
月　

日
（
必
着
）

２５

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

内

申問

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（土）師

定

費

申

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１○休 第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２○休 第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１○休 第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７○休 第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２○休 第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３○休 第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２○休 第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５○休 第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５○休 第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０○休 第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０○休 第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０○休 第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２○休 第２・第４水曜日、１１日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３○休 第２月曜日

永福和泉地域区民センター�５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８○休 第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８○休 第１・第３水曜日

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

●
８
〜　

月
の
催
し
と
教
室

１１

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
８
〜　

月
に
開
催
す

１１

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

６
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

〈８～１１月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

８月１９日１００円（保
険料含む）

８月３０日（月）
午後１時～３時

トレーニング機器講習会（区民センター共通修了書発行のため・
３ cm×２．５cmの写真１枚持参）／畑弘美　　　　

（１５歳以上、中学校を卒業している方・１０）
�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

８月２２日２００円
（資料代）

９月６・１３・２７日、１０月４
･１８・２５日（いずれも（月））

午前１０時～正午

集中ハングル講座～ハングルがしっかり読めるよう文字から
スタート、初歩の会話まで／西川許鈴　　　　　　　　（４０）

８月２２日２５００円
（材料費）

９月２・９･１６･３０日（いず
れも（木））
午後１時３０分～３時３０分

陶芸入門～香炉・食器など、あなたが思うものを形にしましょ
う／成井清治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１６）

８月３１日８００円
（教材費）

９月１７・２４日、１０月１・８
・１５・２２日（いずれも（金））

午後２時～４時

水墨画入門～絵が苦手な方、絵心はないけれど絵が好きな方、
線と墨の濃淡の作りだす玄妙の世界へどうぞ。また、写生をも
とに自分にしか描けない絵をものにしましょう／西川散木　

（３０）

　　無料８月１４日（土）
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／ご本・お話だいすき会
（参加自由）

　　無料９月４日（土）
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／ＯＲＣＡわーるど
（参加自由）

�西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

８月２４日１００円
（資料代）

９月６・１３・２０・２７日（い
ずれも（月）・計４回）

午前11時～午後1時

「バドミントン」入門（初心者向け）～バドミントンの楽しさ
を体験してみませんか／今岡洋子　　　　　　　　　　（４０）

８月３１日５００円程度
（資料代）

９月２８日､１０月５・１９・２６
日､１１月２・９・１６・２３日
（いずれも（火）・計８回）

午前１０時～正午

文学講座「源氏物語」～古典文学を気軽に触れて、親しみまし
ょう／貝瀬弘子　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

９月５日１００円９月２６日（日）
午前１０時～午後１時

９月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するため
の講習会（３cm×２．５cmの写真１枚持参）／大江喜和子

（１５歳以上、中学校を卒業している方・１０）

　　無料※
８月２８日（土）
午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則として
１人１点、先着順）／安井昌徳ほか　　　　　　（参加自由）

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

８月２２日１００円９月１・８・１５・２２日（いず
れも（水））  午前１０時～正午

水彩画教室～水彩画を初歩から学んで楽しく描きませんか／
中西賢一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２５）

９月１０日１２０円（保
険料含む）

９月２９日（水）
午前１０時～午後１時

９月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するため
の事前講習会（３cm×２．５cmの写真１枚持参）／高橋悦子

（１５歳以上、中学校を卒業している方・１０）

　　１００円
（使用料）

９月２９日（水）
午後２時～４時

トレーニング相談日～トレーニング室にトレーナーが駐在し、
トレーニングの相談に応じます／高橋悦子　　（講習会修了者）

　　無料
９月２・９・１６・３０日（いず
れも（木））

午後３時３０分～４時

おはなし広場／～絵本の読み聞かせ・手遊び・工作など／上高
えほんのひろばグループ、ジルベルトの会、杉並こどもの本の
会、ムーミン母親クラブ　　　　　　　　　　　（参加自由）

�上高井戸区民集会所（申し込みは、高井戸地域区民センターへ）

８月２０日１００円
９月９・３０日、１０月７・
２１日（いずれも（木））

午前１０時～正午

川柳・おもしろ話で柔らか頭をつくる～現代世相や時事川柳を
まじえて興味深く説く／倉部行雄　　　　　　　　　　　（２０）

※は、実費がかかる場合があります。



�������●７

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１6（２００4）年�月��日（水曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

〈ジョイフル教養講座〉
締切受講料会　場講　師内　容日　時講座名（定員）

９
月
２８
日

４３００円
（教材費
を含む）

勤労福祉会館
（桃井４‐３‐２）

ＩＴスクエア
杉並

年賀状などを作成します（対象
＝日常ワードを使用している
方）

１０月１４日（木）・１５日（金）・２１日
（木）・２２日（金）午後６時３０分
～８時３０分（計４回）

パソコン・ワー
ド中級

（１０）
関数・データベースを使いこな
す（対象＝日常エクセルを使用
している方）

１０月１６日（土）・２３日（土）午前
１０時～午後３時（計２回）

パソコン・エク
セル中級

（１０）
３６００円
（教材費
を含む）

セシオン杉並
（梅里１‐２２‐３２）

来年のカレンダーを作成します
（対象＝文字入力ができ、デジタ
ルカメラを持参できる方）

１１月２０日（土）・２７日（土）午前
１０時～午後３時（計２回）

パソコン・デジ
カメ中級

（２０）

８
月
２７
日

５００円（保
険料を含
む）

井草森公園
（井草４‐１２‐１）

日本ボーイス
カウト東京連
盟杉並第８団

テント張り・炊飯などを行い、ル
ールや楽しみ方を学びます（対
象＝小学３年生以上・大人だけ
の参加可）

９月１１日（土）
午前１０時～午後３時

親子で学ぶアウ
トドア基礎講座

（４０）

１８００円
（教材費
を含む）

勤労福祉会館

声楽家
桂　雅代

無理なく全身で声を出す訓練を
した後、童謡・唱歌を歌いましょ
う

９月２１日～１１月２日（毎
週火曜日・１０月１２日を除
く）午後６時３０分～８時
３０分（計６回）

ボイストレーニ
ング・童謡・唱歌
を歌いましょう

（２５）

９
月
３
日

２０００円
（教材費
を含む）

語学講師
　アンナ

ラウラ

観光地のスライドを見ながら風
俗・習慣に触れ、適切な基本会話
を学びます

１０月１日～１１月１９日（毎
週金曜日）午後６時３０分
～８時３０分（計８回）

“ボンジョルノ”
イタリア語で観
光地巡り （２５）

１０００円
（保険料
を含む）

鍼灸治療院院
長
沖中　正樹

つぼを刺激しながら呼吸法・調
整法で気の流れを整え自然な体
に戻しましょう

�９月２７日・１０月４日・１８
日�１１月１日・８日・１５日
（毎週月曜日）午後６時３０
分～８時３０分（各３回）

ツボ・整体体操
（各２０）

１０００円
（材料費
を含む）

深大寺“湧水”
（調布市深大寺
元町５‐９‐１）

�湧水店主
児玉　京吉

栄養豊かな日本そばのプロの職
人ワザを学びます

９月２５日�
午後５時３０分～７時３０分

深大寺そばを打
つ

（１６）
１０００円
（教材費
を含む）

勤労福祉会館
曹洞宗観音院
住職
来馬　正行

激しく移り変わる日々の生活に
心の安らぎと静寂を求めましょ
う

１０月１日～１５日（毎週金
曜日）午後６時３０分～８
時３０分（計３回）

 般  若 心経から学
はん にゃ

ぶ　　　 （３０）

１６００円
（保険料
を含む）

高井戸温水プ
ール（高井戸東
３‐７‐５）

全米アクアエ
クササイズ協
会認定インス
トラクター
谷尾　有希

足腰に負担の少ない水中で音楽
に合わせてダンス的な動きを楽
しみシェイプアップ！

１０月５日～１１月２日（毎
週火曜日）午後７時～９
時（計５回）

アクアスプラッ
シュ（水中での
ダンス）

（２５）

２００円勤労福祉会館

東京国立博物
館事業企画課
長
松本　伸之

日本の文化に多大な影響を及ぼ
した中国美術の名品の数々を時
代背景のもとに解説します

１０月９日（土）
午前１０時～正午

中国美術の真髄
「中国国宝展」の
見方・楽しみ方

（５０）

９
月
２８
日

１０００円
（保険料
を含む）

サンビリヤー
ド（荻窪北口ユ
アビル７階）

サンビリヤード
　丸本　龍
　重田　忠昭

球の打ち方からルールについて
ゲームを交えて学びます

�１０月２９日（金）午後６時３０
分～９時３０分�１１月６日
（土）午後２時～５時

始めようビリヤ
ード！

（各２０）
５００円（材
料費を含
む）

勤労福祉会館
（株）日清製粉グ
ループ本社手
作り教室

基本を学び、家庭で工夫してオ
リジナルを作りましょう

１０月３０日（土）
午前１０時～午後１時

肉まん・あんま
んづくり

（２０）

　 ・ ・ ・ 下表のとおり（抽選） 区内在住・在勤の勤労者で全日程出席できる方 ハガキ（２
面記入例参照）に講座名（ハガキ１枚に１講座）・職業（勤務先・電話番号）、託児を希望する場合は、
名前と生年月日も書いて、各講座締切日（必着）までに�杉並区勤労者福祉協会（〒１６７‐００３４桃井４‐
３‐２）へ 同協会�３３９７‐２５２１（水曜・日曜・祝日を除く） 応募人数が、一定の人数に達しない場
合は、講座を中止することもあります

時 場 内 定 対 申

問 他

〈求職者セミナー（第１回）〉

１．グループセミナー（定員２０名）
  〈時間は各日午後１時～４時〉

内　容月日
「印象アップトレーニング」～就職活動は第一
印象が一番大切！自分の第一印象を理解し、採
用者へ好印象を与えるための（表情・言葉遣い・
立ち振る舞い）トレーニングをグループワーク
形式で実施します。

９月
１３日（月）

「就職するためのアクションプラン」～「３ケ
月以内に就職！」を目指し、具体的なアクション
プランを提案します。さらに、「天職」を見つけ
るための自己理解をワークシートを使いながら
分析していきます。

１４日（火）

「面接選考必勝法」～面接対策は万全ですか？
面接選考で想定される質問を用意し、模範解答
と解説を行います。また、模擬面接を実施し、
弱点を徹底的に克服していきます。

２１日（火）

「書類選考必勝法」～書類の書き方に困ってい
ませんか？ただの自己紹介のための履歴書・職
務経歴書から、自分をアピールする『攻め』の
履歴書・職務経歴書の書き方を学びます。

２７日（月）

２．キャリア・カウンセリング

各日ともセミナー終了後（午後４時～６時）、１人あた
り５０分程度の個別相談を実施します。就職活動で困って
いること、悩み事を相談してください。

３．フォローアップセミナー
  （グループセミナー終了約１カ月後）
「就職活動をしてみたけれど…」という方を対象に弱点
克服セミナーを実施します。ポイントを絞って丁寧に説
明します。壁に当たってしまったら、ぜひご参加くださ
い。

　「求職者セミナー（第１回）」を開
催します。セミナー終了後も、個別カ
ウンセリングなどを通じて、就職活動
を応援します。自分に合った仕事がわ
からない方、面接でアピールできない
方、ぜひ受講してみてください。
　 ・ ・ 下表のとおり（抽選）
 勤労福祉会館（桃井４‐３‐２） 
区内在住の就職活動を行っている１８歳
以上６０歳未満の方で全日程出席できる
方 １０００円 電話・ファクス・ハガキ
に講座名・住所・氏名・年齢・電話番
号を書いて、９月７日（必着）までに
（財）勤労者福祉協会（〒１６７‐００３４桃井４
‐３‐２�３３９７‐２５２１、�３３９７‐６６４１）
へ（水曜・日曜・祝日を除く） 同協
会 ホームページhttp://www.work.ci
ty.suginami.tokyo.jp/

時 内 定

場 対

費 申

問

他

〈�杉並区シルバー人材センター・パソコン教室〉
内容／受講料対象などコース番号・月日コース名／時間

マウス・キーボードの使い方からインタ
ーネット・電子メールの操作まで／８９００
円

パソコンに全く触
った事がない方

Ａ‐１＝９月２日～３０日の毎週木曜
（ただし２３日は除く）

Ａ・初めてのパソコン／午前１０
時～正午（計８時間）

Ａ‐２＝９月３日～２４日の毎週金曜
Ａ‐３＝９月７日～２８日の毎週火曜
Ａ‐４＝９月８日～２９日の毎週水曜

ワープロソフト（ワード）を使った文書
作成とインターネット・電子メールの基
本操作／８９００円

文字入力が一通り
できる方

Ｂ‐１＝９月２日～３０日の毎週木曜
（ただし２３日は除く）Ｂ・パソコンもっと上達／午後

１時～３時（計８時間）
Ｂ‐２＝１０月１日～２２日の毎週金曜

Ａ・Ｂコースを連続して受講できます／
１万７５００円

パソコンに全く触
った事がない方

連‐１＝９月７日～１０月２６日の毎週
火曜Ａ・Ｂ連続／午後１時～３時（計

１６時間） 連‐２＝９月８日～１０月２７日の毎週
水曜

インターネット・電子メールのさまざま
な操作／６７００円マウス・キーボー

ド操作のできる方

Ｃ‐１＝９月６日～２７日の毎週月曜
（ただし２０日は除く）Ｃ・インターネット・電子メール

入門／午前１０時～正午（計６時
間） Ｃ‐２＝１０月４日～２５日の毎週月曜

（ただし１１日は除く）
表計算ソフト（エクセル）の基本操作、
表の編集やグラフの作成／８９００円Ｄ‐１＝９月３日～２４日の毎週金曜Ｄ・エクセル入門／午後１時～

３時（計８時間）

デジタルカメラの画像をパソコンに取り
込み、加工・印刷まで／８９００円

事前に写真を撮っ
たデジカメとＵＳ
Ｂケーブルを持参

Ｅ‐１＝１０月５日～２６日の毎週火曜
Ｅ・デジカメ入門／午前１０時～
正午（計８時間） Ｅ‐２＝１０月６日～２７日の毎週水曜

Ｅ‐３＝１０月７日～２８日の毎週木曜
ワープロソフト（ワード）を使った図・
写真入り応用的な文書作成／８９００円

ワード使用経験の
ある方

Ｆ‐１＝９月６日～１０月４日の毎週
月曜（ただし２０日は除く）

Ｆ・ワード活用／午後１時～３
時（計８時間）

表計算ソフト（エクセル）を使ったワー
クシート・データベースの基礎／８９００円

エクセル使用経験
のある方Ｇ‐１＝１０月１日～２２日の毎週金曜Ｇ・エクセル活用／午前１０時～

正午（計８時間）
自分のホームページを写真入で作成（ホ
ームページビルダー８使用）／１万円

マウス・キーボー
ド操作のできる方Ｈ‐１＝１０月７日～２８日の毎週木曜Ｈ・初めて作るホームページ／

午後１時～３時（計８時間）
※○１ Windows XP、OfficeWord ２００３、Excel ２００３使用。○２ 受講料は、テキスト代を含む。
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年�月��日（水曜日）

○１
 

ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
素
案
閲
覧
場
所
に
設
置

し
て
あ
る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス　

３
３
１
２
‐
２
１
９
７
で
、
８
月　

日

FAX

２５

 

ま
で
に
保
健
福
祉
部
管
理
課
へ
。

○２
 

ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所
（
在
勤
在
学
の
方

は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
の
名
称
と
所
在
地
）
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

○３
 

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、
ご
意
見

を
書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】
８
月　

日 

〜　

日 

１１

２５

☆

【
素
案
閲
覧
場
所
】

　

保
健
福
祉
部
管
理
課
（
区
役
所
東
棟
三
階
）、
区

政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・

分
室
、
駅
前
事
務
所
、
図
書
館
、
福
祉
事
務
所

（水）

（水）

（水）

ご意見をお寄せください

路
上
生
活
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
「
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
つ
い
て
、
区
民
参
加
の
検
討
委
員
会
を

設
け
、
留
意
点
な
ど
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
区
へ
の
提
言
を
含
む
報
告
書
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。
検
討
委
員
会
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
報
告
書
（
提
言
）

を
ま
と
め
、
区
は
提
言
に
基
づ
い
て
整
備
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
部
管
理
課
路
上
生
活
者
対
策
担
当
へ
。

報
告
書
素
案
に
お
け
る

提
言
の
要
旨

杉
並
区
に
お
け
る
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
む
け
て

 

基
本
的
な
考
え
方

○
ひ
と
た
び
、
路
上
生
活
に
な

っ
て
し
ま
う
と
、
本
人
に
社
会

復
帰
の
意
思
が
あ
っ
て
も
自
力

で
就
職
す
る
こ
と
は
非
常
に
困

難
に
な
り
ま
す
。
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
本
人
の
意
欲
を
基

本
に
就
労
自
立
を
支
援
す
る
た

め
の
一
時
的
な
生
活
空
間
で
あ

り
、
路
上
生
活
者
の
社
会
復
帰

の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
施
設

で
す
。

○
区
は
、
路
上
生
活
者
の
現
状

と
都
区
共
同
の
対
策
事
業
な
ど

（１）

に
つ
い
て
広
く
区
民
に
情
報
提

供
し
、そ
の
解
決
に
向
け
て
都
、

区
民
、関
係
団
体
な
ど
と
連
携
、

協
力
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の

安
全
・
安
心
、
周
辺
環
境
と
の

調
和
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

隔
離
的
に
な
ら
な
い
よ
う
、
地

域
に
開
か
れ
た
運
営
に
心
が
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

用
地
選
定
の
留
意
点

○
未
利
用
の
公
有
地
（
国
、
都
、

区
有
地
）
を
活
用
す
る
こ
と
が

現
実
的
で
あ
り
、
都
区
共
同
事

業
と
い
う
性
格
を
踏
ま
え
れ

ば
、
都
有
地
の
活
用
を
優
先
的

に
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
で

（２）

▲他区の自立支援センターを視察し、利用者の生活状況や就職
　活動の実際について確認する委員

す
。

○
五
年
間
の
時
限
的
な
施
設
で

あ
り
、
既
存
建
物
の
活
用
が
可

能
な
場
合
は
積
極
的
に
活
用
を

考
え
る
べ
き
で
す
。

○
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
目
的

や
実
態
か
ら
考
え
る
と
、
立
地

条
件
に
厳
し
い
制
約
を
付
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

多
様
な
住
民
感
情
に
配
慮
し

て
、
双
方
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
ら
な
い
よ
う
、
一
定
の
空

間
を
確
保
す
る
な
ど
の
工
夫
が

望
ま
れ
ま
す
。

 

施
設
建
設
の
留
意
点

○
既
存
施
設
の
居
室
は
、
多
く

が
大
部
屋
で
す
が
、
利
用
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
あ
る
程
度
保

た
れ
、
落
ち
着
い
て
自
立
を
目

指
せ
る
環
境
整
備
へ
の
配
慮
が

必
要
で
す
。

○
経
費
の
制
約
は
あ
る
も
の

の
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
外

観
、
生
活
の
場
に
相
応
し
い
雰

囲
気
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
施
設
の
名
称
に
も
配
慮
が

望
ま
れ
ま
す
。

 

住
民
説
明
の
進
め
方

○
区
は
、
路
上
生
活
者
の
現
状

や
対
策
事
業
の
必
要
性
な
ど
を

区
民
に
的
確
に
伝
え
、
正
し
い

理
解
と
認
識
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
る
べ
き
で
す
。

○
施
設
の
設
置
に
地
域
の
意
見 

・
要
望
を
反
映
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
代
表
者
と
区
、
都
な
ど

で
構
成
す
る
協
議
会
を
設
置
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

（３）（４）

れ
ま
す
。

お
わ
り
に

○
安
心
で
き
て
暖
か
い
環
境
に

置
か
れ
れ
ば
、
人
は
プ
ラ
イ
ド

を
取
り
戻
し
、
や
り
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

支
援
施
設
を
活
用
し
て
一
人
で

も
多
く
の
路
上
生
活
者
が
社
会

復
帰
し
、
一
日
で
も
早
く
市
民

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま

す
。

☆

　

報
告
書
素
案
の
全
文
は
、
左

記
の
他
に
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
既

存
の
施
設
の
見
学
会
を
積
極
的

に
開
催
す
べ
き
で
す
。

 

運
営
法
人
に
つ
い
て

○
区
は
、
運
営
法
人
の
選
定
に

際
し
て
、
区
と
地
域
住
民
の
意

向
反
映
に
努
め
る
べ
き
で
す
。

○
ま
た
、
路
上
生
活
者
の
自
立

支
援
に
意
欲
が
あ
り
、
す
ぐ
れ

た
専
門
性
を
有
す
る
と
と
も

に
、ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
通
じ
て
、

自
立
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
で

き
る
運
営
法
人
が
望
ま
れ
ま

す
。

 

設
置
後
の
施
設
と
地
域
と
の

関
係

○
設
置
後
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
代
表
者
、
区
、
施

設
運
営
者
な
ど
で
構
成
す
る
協

議
会
を
設
置
し
、地
域
の
意
見
・

要
望
を
反
映
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
施
設
職
員
と
地
域
の
交
流
な

ど
に
よ
り
、
例
え
ば
小
中
学
校

な
ど
で
社
会
福
祉
や
職
業
問
題

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と

し
て
貢
献
で
き
る
こ
と
が
望
ま

（５）（６）
　

都
市
の
み
ど
り
、
特
に
屋
敷

林
を
は
じ
め
と
す
る
私
的
な
み

ど
り
が
年
々
減
少
し
て
い
く
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で

今
後
ど
の
よ
う
に
み
ど
り
を
守

っ
て
い
く
の
か
国
土
交
通
大
臣

を
招
い
て
緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。
木
陰
の
中
で
一

緒
に
都
市
の
み
ど
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
同
時
に

（
仮
称
）
柏
の
宮
公
園
の
内
覧

会
も
行
い
ま
す
。

　
 

８
月　

日 

午
後
１
時
〜

２４

３
時
（
内
覧
会
は
午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時
） 

（
仮
称
）
柏
の

宮
公
園
（
浜
田
山
２
―
５
／
日

本
興
業
銀
行
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡

地
） 

出
演
＝
石
原
国
土
交
通

大
臣
、
杉
並
区
長
ほ
か
▽
司
会

＝
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

松
田
輝
雄 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

み
ど
り
の
計
画
係

 

○１
 

雨
天
決
行
○２
 

駐
車
場
は
あ

り
ま
せ
ん
（
自
転
車
可
）
○３
 

草

花
の
鉢
植
え
を
お
配
り
し
ま
す

の
で
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）

時

（火）
場

師

費

申

問

他

▲松田　輝雄

▲石原　伸晃
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○都と２３区が共同で路上生活者対策
　　路上生活者問題は、大都市特有の
構造的な社会問題で、特定の区だけ
で解決できる問題ではありません。
そこで、都と２３区は、平成１２年より
都区協定を結び、路上生活者の社会
復帰に向けた自立支援システムに
取り組んでいます。
　　まず、緊急一時保護センターで心
身の健康回復を図り、次の自立支援
センターでは、ハローワーク職員な
どの支援で就労自立を目指します。

　　これらの施設は、２３区の５つのブ
ロックに各１カ所ずつ設置します。
各施設は５年間の持ち回り制で、各
区が順番に引き継いで設置します。

　○自立支援センターとは
　　自立支援センターは、就労意欲が
あり心身の状態が就労に支障がな
い人が入所して就労自立を目指す
施設で、８割の人が就職し、５割の
人が就労自立しています。入所者
は、適切な支援により一般的な市民
生活ができる人たちで、入所期間は
２～４カ月です。

　　杉並区は、平成１８年２月から５年
間、自立支援センターを設置しま
す。規模は、定員５０～７０人程度を想
定しています。


